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8　校内研修の実施

　全教職員による食物アレルギーの基本的な知識の理解と情報共有、訓練
（シミュレーション）での役割を認識し、緊急の適切な対応に備える必要
があります。

⑴　校内研修のポイント

①　食物アレルギーの基本的な知識の理解
＜研修例＞
●食物アレルギー、アナフィラキシーショックとは（定義、頻度、原因、症状、治療）

②　校内及び関係機関との連携体制の構築
＜研修例＞
●幼稚園、保育所、小学校、中学校、高等学校との連携の在り方

●該当する児童生徒に対する個別指導の在り方

●「管理指導表」や食物アレルギーを有する児童生徒の「個別の取組プラン」についての共通理解

③　日常生活での配慮事項
＜研修例＞
●給食での対応

　（対応食の受け渡し等、誤食、誤配を防止するための対策とシミュレーション）

●給食以外での対応（学校行事等での配慮）

●児童生徒に対する説明や協力の在り方（食育の授業等の活用）

④　緊急時の対応
＜研修例＞
●学校対応マニュアルに沿った、校内での役割分担の確認

●緊急時の判断と対応（初期対応の重要性、シミュレーション研修、消防機関や医療機関との連携）

●「エピペンⓇ」の使用方法（法的解釈、保持者・保管場所の確認、実技）

●発症後の児童生徒の心のケア

⑵　研　修　時　期
●年度始め（学校給食を実施している場合は給食開始まで）に必ず全教職員の共通理解を図ります。

●校外学習や宿泊を伴う行事の前などに必要に応じて研修を実施します。

参考 アレルギー疾患対応資料（平成27年3月3日付け文部科学省事務連絡）
•「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン要約版」

•学校におけるアレルギー疾患対応資料（DVD）

•「エピペンⓇ」練習用トレーナー

•学校給食における食物アレルギー対応指針


